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こくぶんじ協働ニュース 

ぼ ら こ Collabo 

市民活動フェスティバルを開催します！ 

４月２１日(日)10:00～16:00 ひかりプラザ

１・２階・体育室にて、こくぶんじ市民活動セ

ンター登録団体が展示ブースやステージで活動

発表やＰＲを行います。 

入場無料！ 見たり、聞いたり、参加したり、 

スタンプラリーもあります。 

※会場へは公共交通機関をご利用下さい。 

※体育室利用の際は室内履きをご持参ください。 

会場案内図（２階） 
 

ぶんじほたるホッチⒸタツノコプロ 

会いに来てね！ 
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　☆軽食コーナー☆
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こくぶんじ協働ニュース第32号   ② 

展示ブース（２０２） 

国分寺市民防災推進委員会・ＮＰＯ法人 まちづくりサポート国分寺 

国分寺コンポストアミー・５３０３の会 

展示ブース（２０３・２０４） 

ＮＰＯ法人 健康体操指導ワーカーズ・自立生活体操をひろめる会・ＮＰＯ法人 Ann Bee 

ＮＰＯ法人 市民テーブルこくぶんじ・緑と自然を育てる会・ＮＰＯ法人 すまいる・ミズモリ団 

ＮＰＯ法人 くらしの安全安心サポーター・介護保険サポーターズ国分寺・国分寺あゆみ会 

マジックサークル国分寺・こくぶんじ市民活動センター(２Ｆホール) 

体験ルーム（１０１） 

ＮＰＯ法人 お産サポートＪＡＰＡＮ 

体験ルーム（２０１） 

拡大写本こくぶんじ・光パソコンの会 

体験ルーム（２Ｆ 談話室） 

国分寺カウンセリング勉強会 

体験ルーム（１Ｆ 和室） 

コアラッコ・親子ひろばサポート国分寺 

プレイセンター小さな森 

 

 

 
第６回団体交流会を1月19日(土)本多公民館にて開催しました。テーマを 

｢地球環境について考えてみよう！『南極はいま～23.5度の傾き～』｣とし、 

第40・43次南極地域観測越冬隊員 櫻庭俊昭さんと環境計画課から坂本環境 

計画係長をゲストスピーカーとしてお招きしました。 

壮大な南極の話から身近な国分寺市の環境に対する取組みを話していただ

き、地球環境のために自分達が出来ることを再認識する機会になったのではな

いでしょうか。今年度の団体交流会はどのような形で行っていくか現在検討中

です。ご意見がありましたら、ぜひ市民活動センターまでお寄せください。 

 

団 体 交 流 会 開 催 報 告 

 

 

 

 

 

 
 
南極で撮影した貴重な写真の数々を展示 

 

 

 

 

 

 
参加者と談笑する 

ゲストスピーカー櫻庭さん 

 

 

 

 

 

 
ゲストスピーカー坂本係長の話には 

省エネへつながるヒントが沢山！ 

市民活動フェスティバル出展団体 

ステージプログラム（第一体育室） 

10:15～ 日本スポーツ吹矢協会 国分寺支部 

10:45～ ゆりーとダンス 

（ステップス＆ピルエットとゆりーと） 

10:55～ ＮＰＯ法人 健康体操指導ワーカーズ 

     自立生活体操をひろめる会 

11:30～ マジックサークル木曜会 

12:20～ フォークダンスサークルひまわり 

13:10～ 国分寺太極拳 一楽会 

13:40～ 東京経済大学落語研究会 

14:25～ 国分寺コンポストアミー 



 
 
 
 
 
 

ＣＨＥＥＲＳは国分寺市内の子育て関連情報を発信する「ぶんハピねっと」を企画

運営している団体です。代表の阿多真理子さんと“ぶんハピレポーター”小坂昌代

さんにお話しを伺いに取材現場におじゃましました。 

「この団体を発足するきっかけは、子育て中のママ達を対象にアンケートを取った経験からです」と

阿多さんは話します。阿多さんはかつて“NPO法人 冒険遊び場の会”スタッフとして、市との協働事
業で発行した子育てガイド『ホッとおれんじこくぶんじ』製作のなかでアンケートに関わったそうです。

その経験から、ママ友が出来て口コミで情報を得るまでは、欲しい情報を入手するのが難しいというこ

とがわかり、子育てガイドでは伝えきれなかった情報や、更新されるイベント情報などを集めたウエブ

サイト（ホームページ）を作って発信したいと思い、仲間に声をかけて活動を始めました。 
情報収集していると国分寺には子連れで行けるところがたくさんあることに気が付きます。“ベビー

カーで入れる”＝“車椅子も入れる”ということ。それは、子育て中の方だけでなく、誰にでも住みや

すい街ということではないでしょうか。『子育てしやすい街は誰にでも住みやすい街』取材を通して国

分寺の良いところを発掘し、ホームページで多くの人に伝えて行きたいそうです。 
ぶんハピレポーターの小坂さんは「今までと違う視点で街を見るようになり、

日々、色々な発見があります。様々な世代の方と会うことで自分の子育てのヒ

ントをもらうことも多いです」と楽しみながら取材を

していました。 
 昨年、国分寺駅南口商店会の協力で企画したハロウ

ィンイベントが好評で、今年も 10 月に規模を広げて
開催する予定とのこと。最後に阿多さんは「国分寺がＨＡＰＰＹで魅力ある街

になるように今後も活動していきたい」と力強く語ってくれました。 
 ママの視点で「子育て情報」の取材をしてくれる“ぶんハピレポーター”を

随時、募集中！興味のある方は、メールでお問い合わせを。  
連絡先：代表 阿多真理子 メール：2011cheers@gmail.com 

ホームページ：http://bunjihappy.com 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国分寺市を拠点とする 
ＮＰＯの活動取材録 

シリーズ・ＮＰＯの現場から 

こくぶんじ協働ニュース第32号   ③ 

第 33 回 ～子育てを楽しくサポート～ 

ＣＨＥＥＲＳ 

センター蔵書紹介コーナー 
 
■書籍名：学生まちづくらーの奇跡 ～国立発！一橋大生のコミュニティ・ビジネス 

■監 修：林大樹・横田雅弘  ■発 行：株式会社 学文社 

『まちづくりに必要なのは、よそ者、ばか者、若者である』という格言があるそうです。 
新風を吹き込む、視点を変える、ということでしょうか。 
大きな団地にある地元に根付いた商店街は住民の高齢化に伴い衰退しつつありました。“何とかしなくて

は…”商店会の店主達は、行政と大学側の協力も得て『よそ者、ばか者、若者』である大学生達とともに

商店街の活性化に向けて行動します。年代も生活背景も違う店主達と学生達がどのように交じり合ってい

くのか・・・。 
ごく普通のよくある商店街が、地域の大学と連携したなら…。「大学の学生を地域の資源としてまちづく

りに活用する」という発想を現実化した国立市富士見台の商店会と、国立市、一橋大学 林大樹ゼミとそ

の学生、そして支援する市民によるまちづくりのプロセスを知ることで、生き生きとした誰もが住みたく

なる街へと変わっていけるヒントをもらえるかもしれません。 
 



東京経済大学落語研究会 

  ～落語を通じて地域の皆様に 
          笑いの良さを伝えたい～ 

東京経済大学落語研究会は、国分寺市を中心に老

人ホームや地域の施設での落語の実演や、自主開催

の寄席を行うなどして活動しています。 

現在、部員は 11名で、より良い落語をできるよ

うに日々練習に励んでいます。 

また、寄席の宣伝活動の一環 

として、地域の皆様にご協力い 

ただき、回覧板でのチラシの配 

布や、国分寺市及び近隣の市の 

個人商店の店先にチラシを貼ら 

せて頂いています。少しでも興味を持ったという方

は、気軽に寄席の会場に足をお運びください。 

まだまだプロの落語家の芸の足元にも及びませ

んが、学生なりの芸を、また、「目の前」で「生」

で落語を見ていただいて、寄席の雰囲気や落語を体

感してみてください。何か新しい発見があるかもし

れません。 

これからも部員一同 精進いたしますので、 

どうぞよろしくお願い致します。 

＜連絡先＞ 

E‐mail：tku.ochiken@gmail.com 

（渉外担当 櫻井） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
か
ほ
か
亭
 

と
 ん
 汁
 

発行・編集 こくぶんじ市民活動センター（国分寺市役所 市民生活部 協働コミュニティ課） 

〒185-8501 東京都国分寺市戸倉１－６－１ 第三庁舎１階 

℡ ０４２－２０８－３６３６ ／ Fax ０４２－２０８－３６３７ 

e-mail：kccpc@jcom.home.ne.jp 

http://www.collabo-kokubunji.com/ 

開館時間 平日9:00～17:00（ただし年末年始を除く） 
 
平成25年４月１日発行 KOKUBUNJI 

Collabo 

団体紹介コーナー 団体紹介 

随時募集中！ 

 編集後記 

昨秋から実行委員の皆さんと一緒に準備してきた

市民活動フェスティバル開催まで 1 ヶ月を切りまし

た。６年間、市民活動センターを担当してきましたが、

3 月末で任期満了により退職することになりました。

フェス開催まであと僅かのところで担当から外れる

のは残念なのですが、当日は一来場者として参加した

いと思います。これからも少し離れた場所からです

が、市民活動を応援しています。お世話になりました。 

（田嶋） 

こくぶんじ協働ニュース第32号   ④ 

お 知 ら せ 

センター長通信 
 
今年の冬は記録的な寒波と大雪に見舞われました
が，３月に入って暖かい日が続き東京の染井吉野は
史上最速の開花宣言となりました。「こらぼ」が皆
様の手元に届くころには桜吹雪となっているでし
ょうか。 
さて，今月は市民活動フェスティバルが開催されま
す。実行委員会の努力により今年は東京経済大学の
学生さんの参加や企業の地域参加など新たな取り
組みがあって，さらにパワーアップしたイベントに
なるようです。４月２１日の日曜日，是非ひかりプ
ラザにお越しください。 

 

■登録更新にご協力ください■ 

 市民活動センターでは、団体情報を更新するこ

とで、常に新しい情報を提供し、また、市民活動

団体の支援に役立てるよう、毎年１回、利用団体

登録の更新作業を行っています。今年度も、登録

団体の連絡者の方に登録更新関係書類をお送り

しますので、５月末までに登録更新手続きをお願

いいたします。 
 また、市民活動センター業務に関するアンケー

トの用紙も同封しておりますので、ご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。 
 なお、５月末までに登録更新を行わない団体は

６月１日以降、センターの施設利用が出来なくな

りますので、ご注意ください。 
 
■第7回｢みどり香るまちづくり｣企画コンテスト 

でアイデア賞を受賞しました！■ 

環境省主催の上述コンテ

ストを、センターから登録

団体へ情報発信したところ

「プレイセンター小さな

森」の代表 渡辺さんの提

案が（見事に）「アイデア賞」 

を受賞されました。おめでとうございます。 

詳細は環境省ＨＰ 

http://www.env.go.jp/air/akushu/midori_mach

i/index.htmlをご覧ください。 
 


